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 いつも山口県の発展と住民の安全と福祉の向上のために、ご尽力いただきありがとうございます。 

私たちは、「未来につながる生命（いのち）を育てる会」という、子育て中の母親を中心とした集まり

です。 

東北地方太平洋沖地震が 2011 年 3 月 11 日に発生しました。この地震で被災された方々に対し、胸が

つまる思いでいます。その後、福島第 1 原子力発電所の事故が起き、放射性物質は、現在、日本だけで

なく世界中で検出されています。二井知事は、震災後、数々の対応をされ県民として心強く感じました。 

今回の事故により、福島県だけではなく、東北・関東を中心に広範囲で、放射性物質が検出され、水

や原乳、野菜などが汚染され、出荷制限が相次いでいます。放射能が人体に与える影響や危険性には、

安全な数値などなく、微量でも長期にわたって、特に子ども達が大きく影響を受けると言われています。 

私たちは子どもを持つ親として、また、これから子どもを育てていく大人として、やはりこの現実か

ら目をそらすことはできません。 

現在、山口県は、上関原子力発電所の計画を容認していますが、この状況を見て、どのようにお考え

でしょうか？「絶対安全です。」と言われた電力会社の言葉が全て覆されました。今後どんなに安全な基

準を想定して、設計・運転しても、それを管理するのは「人」であり、今後、今回の様な未曾有の震災

といわれている以上の自然災害が起こりうる可能性は、ゼロではありません。 

目の前に起きていることは、他人事ではありません。現実であり、小さな島国である日本の中で起き

ていることです。事故後 25年経ちましたが、チェルノブイリ周辺に住む人々の状況は深刻です。私たち

は、自分たちの未来について、とても不安です。知事の揚げる「県民の安心・安全を重視して住みよさ

日本一の元気県山口をめざす」の言葉は、今、どこにあるのでしょうか。 

私たちは、自然豊かな山口県が大好きです。そして、これからもずっと山口県で安心して、子育てを

していきたいと願っています。山口県知事として、本当に県民の将来をお考えいただけるのであれば、

危険な原子力発電所を作らせるべきではありません。知事に与えられた権限を行使され、原子力ではな

く、もっと安全で持続可能なエネルギー政策を推進するよう、国に対しても働きかけていただきたいと

思います。希望あふれる子どもたちの未来のために、正しいご決断とさらなるご尽力をぜひともよろし

くお願いいたします。 

 

  申入れ事項 

１、 福島第 1 原子力発電所の事故による山口県内の放射性物質の汚染について、詳細な検査の実施

及び結果の速やかな公表を求めます。 

２、 上関原子力発電所建設に対する県民全員による投票やアンケートの実施を求めます。 

３、 上関町田ノ浦の公有水面埋め立て許可の取り消しを求めます。 

４、 上関原子力発電所の建設計画を白紙に戻すよう中国電力と国に対して要請することを求めます。 

５、 原子力発電ではなく、山口県の自然を活かした持続可能なエネルギーへの転換を求めます。 


